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1. はじめに 

近年，小中高等学校においてプログラミング教育が必修

化され始めている．しかし，新型コロナウイルスの影響により，

自宅学習が余儀なくされた．これによって生まれる教育格

差と，十分なプログラミング教育が施されていない状況を改

善すべく，本研究では Web 会議サービスの Zoom を利用し

て，中高生のプログラミング初学者を対象としたプログラミン

グに関するオンライン教育イベントを実施した． 

2．関連研究 

中学校技術・家庭において micro:bit を活用したプロ

グラミング教材開発を行った研究が存在する[1]．しか

し，本研究はオンライン形式の教育イベントであるた

め，micro:bit の実機を利用できないという課題がある． 

小中学校•大学•IT 関連団体で連携し，Zoom と

micro:bit を用いたプログラミングオンラインワーク

ショップを実施した研究が存在する．参加者が慣れな

い Zoom を利用したことで，操作方法などの説明で進行

が遅れることが課題となっている[2]． 

3．提案手法 

本研究は Web 会議サービスの Zoom と Web 上でのプロ

グラミング教材の Scratch と micro:bit を利用し，夏

休みの 2 日間で，プログラミング初学者の中高生を対

象としたオンライン上でのプログラミング教育イベン

トを実施した．Scratchやmicro:bitを利用することで，

実機を不要としてプログラミングを楽しむことができ

る．また，ブロックを繋げることでプログラムを作成す

ることができ，初心者でも楽しむことができる． 

作成するプログラム作品は，初学者である参加者の興

味を惹くことを目的に，全てオリジナルゲームにした．

また，参加者が作りたいものをある程度選べるように，

Scratch で 3 つの作品，micro:bit で 3 つの作品の合計

6つの作品を準備した．また，対象者が中高生で年齢の

幅が広いため，参加者全員が楽しめるように，ゲームご

とに基礎編と応用編の 2つのプログラムを準備した． 

4．実験結果 

 本研究の 2 日間にわたる教育イベントには，中学生 6 人，

高校生 4 人の合計 10 人が参加した．1 日目は Zoom の操

作方法の説明，作成するプログラム作品の紹介，作成した

い作品のアンケート調査を行った．2 日目は各自プログラム

の作成，おすすめのプログラム紹介，本イベントへの参加

についてのアンケート調査（全 14 問）を行った．プログラム

作成では，Zoom の機能の一つであるブレイクアウトルーム

を利用し，それぞれゲームごとに 6 部屋に分けて説明を行

った．上記の通り，Zoom の操作方法とプログラム作成を別

日にすることで，作業の効率化を測ることができた． 

5．考察 

 アンケートの調査結果から参加者にとって Zoom での説明

は，対面形式での説明よりも分かりやすいことが明らかにな

った．図 1 はアンケート調査の質問 12「Zoom の画面共有を

利用した説明はいかがでしたか」の結果を円グラフで表示

している．参加者の 9 割が Zoom の画面共有を利用した説

明が分かりやすいと感じていることが分かる．また，とても分

かりやすいを選択した理由では，自分の画面と見比べるこ

とができること，皆が平等に説明資料を見ることができること

から分かりやすいと感じたなどの意見があった．このように，

Zoom を利用することで，オンラインでのメリットとして，対面

時の座る席による差を感じることなく説明を聞くことができる．

しかしデメリットとして，個人個人が Zoom を利用するため端

末やネットワーク環境を準備する必要があることや，そのた

めに費用がかかることが考えられる． 

 本イベントを通して参加者にはプログラミングに興味を持

ってもらえたため，プログラミング学習を始めるきっかけとな

り，コロナによる影響を取り戻してほしいと考える． 

 
図 1．参加者アンケート結果（質問 12） 
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